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南長沼用水頭首工

改築工事

弊
＝

■
Ｐ
口
可

千歳の自然保護協会

事務局明野幸久

日， I ●

められる。このため、頭首工の全体改築を実施

し、河川構造物および農業用水取水施設として
◆南長沼用水頭首工の現況

頭首工は千歳川の千歳市蘭越地区に昭和2年

(1927年）に築造され、その後、昭和37年(19

62年）に改修工事を実施しているが、改修後41

年を経過し頭首工全体のコンクリートの磨耗、

損傷が著しく、又金物類の腐食､錆など進行し、

の機能回復を図り、長沼町の農地に灌概用水を

安定供給する。

この改修工事について、これまで一般市民に

向け2回の説明会が開催され工事全体の概要を

取水施設としての機能低下と安全性に問題が認 把握すること が出来た。説明による工事のポイ

ントは2点ありそれは

＊頭首工を既設頭首工の上

流200海に移設する。

＊現在の固定堰を可動堰に

する。

である。

今回の工事で移設改築する理

由は「防水を止めずに工事をす

るには現在の取水口の機能を維

持させたまま別の場所に取水口

を作られなければならない、そ

れに伴い堰を新築する必要があ

り、堰の構造については河川管

理者の指導に基づいた構造（可

動堰）になった」と説明してい

る。現在の南長沼用水頭首工全体
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同を得られず、その事業は中止・廃止に追い込

まれる状況にある。近くは千歳川放水路の問

題。徳島県では吉野川の河口堰建設事業、建設

に賛成する知事が当選したものの最近になって

建設中止を表明したりしている。更に、一旦直

線化工事をした釧路川においては自然を再生す

◆農業用水の安定供給と周辺の

自然環境保全

公表された設計図通りに工事が行われた場

合、自然環境・景観に与える影響は甚大なもの

がある。第一に工事区域は平成15年7月に千歳

市が指定した「第一種自

然環境保全地区」内であ

る。このような地区にお

いて大規模工事を実施し

た場合の自然破壊の状況

を列挙すると

＊構築物と工事用道路を

整備するために、広範

囲の自然河畔林の伐

採、それに伴い周辺の

植生の破壊が引き起こ

され、生育する鳥獣、

昆虫類には壊滅的なダ

メージを与える。

＊新可動堰を構築する予

定地には自然のままの

中洲があるが、工事に

より完全に撤去される

ことになる。

撤去が予定されている中洲

るため川の流れを元の曲線に戻す工事を実施中

であり、北海道開発局では、環境リーディング

事業というものを掲欣その中には石狩川愛別

頭首工工事が含まれていて、工事は自然環境に

負荷を与えないものとすると明確に記載されて

いる。愛別頭首工は国の発注する事業である

が、千歳川の長沼頭首工の工事についても同じ

ではないか？

＊新可動堰を設置するために、堰を中心とした

60mの河床をコンクリートで固めることにな

り、その部分を含めた広範囲の河床が破壊さ

れ水生昆虫類、水生植物に多大な影響を与え

る。

＊可動堰の水門を管理するために、流水面上に

3箇所、両岸にそれぞれ1箇所の管理小屋を

建築することになり、このような小屋により

自然景観は著しい影響を受けることになる。

＊取水流量を安定させるため、河川の流れを直

線化する必要があり堰の両岸を削りその場所

は護岸工事をすることになり、自然護岸は消

滅してしまう。

これらを考え合わせた場合設計図通りの工事

は容認できない。

昨今、必要とされる公共工事であっても、自

然破壊、環境破壊に配慮のない工事は民意の賛

今後この問題について千歳の自然保護協会

は、工事発注者、河川管理者、地元行政などに

自然環境に与える負荷をより少ない工事方法に

変更するように訴え協議し、現在の自然環境を

保全し景観を維持するよう働きかけを行う。ま‘

た広く市民、各種団体にも現状を報告し、賛同

を得られる民意の声を大きなものとして、貴重

な自然を維持する活動にしていく。
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自然再生推進法の成立を受けて、再生に名を

かりる新たな無駄な公共事業が危倶される状況

にあります。このフォーラムは行政が主導する

再生事業ではなく、市民、地域住民が主体とな

る自然復元はどうあるべきかを議論するために

企画されました。

フォーラムの第1部は、既に事業が始

まっている釧路湿原の報告を杉沢拓男さん(N

PO法人トラストサルン釧路）から 「釧路湿原

での自然復元事業の現状と課題」について講演

していただきました。

釧路湿原の自然復元事業を始めるに際して、

環境省からトラストサルンの土地を必要とする

ことを要求されたがナショナルトラストで取得

したl85ヘクタールの土地は不売が原則である

ことから、環境省に対して用地を譲ることなく

トラストサルン釧路が自主性を貫くことを納得

させたうえで再生事業に協力をすることにした

ことが報告されました。現在は環境省、国土交

通省、農林水産省、地元関係住民、NPO、地

方公共団体、学識経験者で構成する「釧路湿原

自然再生協議会」で協議が行われており、今年

の7月ごろに釧路湿原自然再生の全体構想の策

定が予定されています。

トラストサルン釧路はl)達古武沼の調査を

行いデータの蓄積をして再生の計画を練ってい

ること、 2）流域の樹木の種子を選定している

段階である、ことが報告されました。

釧路湿原の周囲は皆伐が自由であること、農

地改良により、ここlO年泥水が湿原に流れ込み

易く、湿原の乾燥化が進み、ヤチハンノキがl9

48年の3倍に増えており、流域全体を見なけれ

ば湿原の劣化は避けられないことを強調されま

した。開発局は直線化した釧路川約8キロメー

トルを蛇行させる計画を検討していますが、湿

地周辺の農地防災事業(農地の再開発）も検討
されており、全体計画が策定されるまでには時

間がかかりそうです。 トラストサルン釧路は協

議会にある6小委員会（湿原再生、旧川復元、

土砂流入、森林再生、水循環、再生普及の各小

委員会）に全て参加するため出席のやりくりが

大変とのことです。今後の成り行きが注目され

ます。

フオーラム第2部は、小野有五さん(北
海道の森と川を語る会）がコーディネーターと

なり、 「失われた十勝の自然とその再生につい

て考える」 と題して討論が行われました。

堀浩二さん（川と河畔林を考える会）は、

帯広市の稲田地区を流れる自然豊な機関庫川周
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NPO法人トラストサルン釧路の杉沢拓男氏

北海道の森と川を語る会小野有五氏
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辺の宅地造成に関して、行政、地権者、環境保

護団体などが計画当初からかかわり、保全のた

めの成果を挙げつつあることが述べられまし

た。

和田哲也さん(アークコーポレイション)は、

堤防を高くするための土砂の採取工事（十勝川

河川敷）を工夫することにより、湿地が自然に

出来て沢山の動植物が利用していることを示し

ました。

太田昇さんは（帯広サケの会）は、帯広の

河川にサケを遡上させるための長年の経験を述

べられました。

私（十勝自然保護協会）は、日本が1992年に

批准した生物多様性条約に基ずき、2002年3月

に、わが国の自然の保護と、復元の具体的方針わが国の自然の保護と、復元の具体的方針に、

復元の基本なり、 「自然再生推進法」による無

駄な公共事業を防ぐ、よりどころになることを指

摘しました。また、生物多様性条約や新・生物

多様性国家戦略について、その存在すら知らな

い行政の人もいることから、積極的に広めるこ

とが必要であることを述べました。

討論のまとめとして、 l)今ある自然を、ま

ず保全することが大切であること、2）市民が

主体となり、生物多様性条約や新・生物多様性

国家戦略に従った保全、復元であるべきこと、

3）今後も、この会の活動を継続的に開催する

こと等が、出席者の賛同で確認されました。

なお、出席者は84名ほどで約3割は行政や事

業者の人々で、自然復元に対する関心の高さが

伺われました。

第3部は、 5月23日に現地討論会が行われ、

機関庫川など現地視察が行われました。

る、 「新・生物多様性国家戦略」が決定さ

した。これらが、これからの自然の保護や

とな

れま

慰謝” ＝蕊 蕪．

》
塗
、
漂
茸

鷺
域
．
．
‐
，

間

ヤ＊－
F

弾

堀浩二氏（川と河畔林を考える会会長・帯広畜産大学名誉教授）
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えない飛散を生じます。この重金属粉の植物の

害については､谷山鉄郎氏(三重大学名誉教授）

の研究があり、今回直接示唆を受けることがで

きました。勿論改造には歯止規制がかかってい

るけれども、一般普通車とは全く違うのです。

本誌恥67で寄稿した「十勝の自動車ラリー問

題と住民訴訟」 （岩佐光啓）の続きです。

十勝の林道は2001年以来毎年ラリーの爆音に

さらされており、今年は世界選手権「ラリージ

ャパン」 (WRC)の誘致が決まり、地元新聞

が大々的に宣伝をしております。住民訴訟の方

は、今年2月に判決が出て原告の敗訴となりま

したが、直ちに控訴して十勝の森林にラリー許

すまじの意志を示しました。一方、世論への働

きかけの必要性を痛感している私たちは、ラリ

ー講演会をこの6月に開きました。この稿で、

講師の岩佐光啓氏（帯広畜産大学教授）の提言

に私の意見を加えて、ラリー問題を森林環境へ

の影響という視点から考えてみたいと思いま

す。

蕊蜑謹鼬薯蕊墜登載乏裳蓑這:■
騒音は実際どの程度になるのか検証してみま

す。エンジン騒音について主催者の実測値は67

~107デシベルと報告した上で「暗騒音の20デ

シベル程度を引き上げるにすぎない」から問題

ないと主張しています。この評価にはごまかし

があります。デシベル単位は比例的にでなく対

数的にとらえなくてはなりません。20デシベル

ならlO倍、 80デシベルなら40デシベルのlOO倍

というふうに騒音化するのです。加えて必ずヘ

リコプターが低空で追跡しているので、マフラ

ーの破裂音といい三重の騒音となるのが実際で

す。

蟻画鑿奪蕊蕊蕊堂基j蓋蕊更蕊
林道ラリーの車は一般市販車と同じ型です

が、競争に耐えるための改造が加えられている

ことを見逃してはなりません。マフラーが大き

い。パンパンという異常な破裂音を発するの

は、溌くしたガスが不燃焼のまま空気に触れマ

フラー内で爆発する音です。また、タイヤは強

化のため重金属を含むので、磨耗する時目に見

卿溌蓉達睡↑ご登好雲雲譲:〉'式舞涯-夢患

ラリー車は高速疾走しながら特にカーブでは

俟・粉塵を舞い上げます。真白になった植物は
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どうなるのか｡この面での研究は平野高司氏(北

海道大学助教授）の論文があり、植物は気孔閉

塞をおこし光合成が妨げられて生育が阻害され

ると指摘しています。路の近縁だけでなく、風

具合によっては林奥100mにも及ぶと堀浩二氏

（帯広畜産大学名誉教授）は指摘します。ラリ

ー車の逸脱による立木の損傷については語るま

でもないことです。何しろ61台中33台もリタイ

ヤした(2002年） くらいですから。

キトンポがl35頭も死んでいた例を挙げていま

す。実験では、昆虫の即死率は40km/時では0

だが、それ以上のスピードになると早くなるに

つれ高率になることが確かめられています。柳

川久氏（同大助教授）は、高速車にはまき込み

が生じて驚いて飛び立つ烏が犠牲となる、それ

も低木を擁する広葉樹林帯の林道ほど事故が多

いと指摘しています。十勝ラリーは正に広葉樹

林の多い所で、 しかも狭いのでこの種の事故死

は避けがたいものと思われます。また、シマフ

クロウヘの脅威として、新得のラリー林道の近

縁で環境省がシマフクロウの増殖事業を行って

いるので、ラリーが影響を与える可能性が十分

あります。

琴溌め称賓廷柔瀧ゞ
林道は森林を分断するためにあるのではな

く、森林の生態系の一部となっているもので

す。幅員を狭くし、雨水の浸透性のある柔構造

になっているのはそのためです。もし廃道にな

った場合、そこには植生が回復し昆虫が往き通

うような地面とならなければなりません。ラリ

ー車が深い轍の深掘れを作ることはこの柔構造

を破壊することであり、主催者には修復の義務

を課せられてはいるものの、それで済むことで

しょうか。林道造成に造詣の深い石城謙吉（北

海道大学名誉教授・元苫小牧演習林長）は「人

と自然によって長い時間をかけて作られた柔構

造を一気に破壊するものとみてよい」 「こうし

た破壊は一過性のものではなく、グレーダー等

で外見上の現場回復が行われても、路面がふた

たび安定するには長い年月がかかり、またその

ために何回もの修復作業が必要である」 と証言

しています。

◆森鰯静けさまそ宝

例えば、新得のパンケニユロベツ林道はどこ

までも狭く、渡橋の多い渓流沿いで緑陰渡やか

な森林環境です。その中にラリー車を爆音轟か

せて走らせるということは愚かな行為という外

ありません。森林が森林たる所以は、鳥が鳴き

森の精気を感じさせる静けさにあります。講師

の岩佐氏は、大分県の由布院町がまちづくりの

基本は、静けさ、澄んだ空気、おいしい水を守

る一本一本の木々を大切にし、森を育むことだ

ったという例を引き、十勝の地域振興もこれに

学ぶべきだと提言しました。

蕊蒙罐譲書蕊蒙置蕊鍋謹?ざ衰拳
日本は京都議定書批准に際して、日本は森林

国であり森林のCO2吸収効果を認めるべきだ

と強力に主張したはずです。ラリーを森林で行

い多量の排気ガスを持ち込むことは、 このよう

な主張と矛盾するのではないかと思うのです。

垂蕊泌晦”蕊奮い?■J蓋毒■
ラリーでは、鹿との衝突を避けるためサイレ

ンを鳴らして前駆車が露払いをします（一時追

いやりと呼ぶ)。これは同時に鳥類への脅やか

しともなり、森林環境のかく乱に外なりませ

ん。サイレンと言えば、新得の林道でラリー車

の炎上事故が発生しています(2003年）が公表

もされていません。動物の話に戻って、鳥類．

昆虫の輪禍は意外に多く、西鳥浩氏（帯広畜産

大学名誉教授）は奥尻島で500m区間にウスバ

議僻額遁で貢謹走蕎獄
尊み

基･ 秒.･.6讐
ﾜ も寺b′,』、 口

許される不思議

新得の林道には併用林道があって道路交通法

の適用を受けるはずです。にもかかわらずそこ
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文化はない。…百歩譲っても、 「ラリー文化」

は森林文化と共存しうるものとは思えない』

をクローズして法定速度以上で走行するラリー

に許可が下りたのはどうしてか不可解な話で

す。

悪窪欺毒蕊騨■うi■L
おわりに、再び石城謙吉氏のことばを引用し

ます。 『そもそも森林文化はあっても｢ラリー」

◇連絡・問い合わせ先

TELOl55-42-2192 FAX同じ

080-0121音更町大通lO丁目5佐藤与志松

北海道知事高橋はるみ殿

世界ラリー選手権実行委員会委員長中島健一郎殿

2004年8月

十勝自然保護協会 会長安藤御史

北海道自然保護連合代表寺島一男

北海道自然保謹協会会長佐藤謙

十勝地方のシマフクロウ生息地保全のため

世界ラリー選手権第1l戦へ補助金支出をしないこと等の申し入れ
シマフクロウは、絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律4条3項（以下「種

の保存法」 といいます)、同法施行令別表第1により国内野生動植物種に指定され、2002年度版

レッドデータブックにおいても絶滅危倶IA類にランクされ、絶滅の危険性が最も高い種とされ

ています。私たちも、 この認識に立ち、本種の保護に重大な関心をもっており、大雪山国立公園

然別湖周辺においてシマフクロウの生息地保全のため伐採中止をもとめるなどの活動をしてきま

した。

シマフクロウの絶滅を回避するためには、現在の生息地の保全、さらには生息地周辺における

新たな生息地の確保が必要であることは論をまたないところです。すなわち、絶滅危倶種の国内

最高ランクに位置づけられるシマフクロウにとって、 「生息域内保全」の方策が絶対必要なこと

は、自明の理なのです。

ところで、環境省は種の保存法45条以下に基づき本種の保護増殖事業に取り組み、シマフクロ

ウの保護増殖をいわば国家的事業として位置づけております。 ところが、本年開催が予定されて

いる世界選手権第1l戦は、 この保護増殖事業が行われている、まさにその十勝川上流域（新得町

内）のシマフクロウ生息地で行われます。

一般に車両の高速走行は、野鳥との衝突事故を起しやすいことが報告されています。またラリ

ー車両の騒音によるシマフクロウヘのストレスは非常に大きいものと懸念されます。さらに昨年

9月のラリー開催中には、車両が炎上するという事故まで発生しています。世界ラリー選手権実

施によるシマフクロウヘの影響は計り知れないものと予測されるところです。

この十勝川上流域における世界ラリー選手権第11戦は、環境省の進めている保護増殖事業に矛

盾するだけではなく、生物多様性条約にも反するものと判断いたします。したがって､私たちは､

十勝川上流域における世界ラリー選手権第1l戦は絶対に避けるべきものと考えます。

北海道は、 このような生物多様性条約に違反するラリーの実施に対し補助金の支出をしないよ

う求めるとともに、この世界ラリー選手権第1l戦を主催する世界ラリー選手権実行委員会に対し

ては、実施場所の変更を強く求めるものです。
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環鞘へのﾛ騨票ラリー運手椙』中止指導の要甫

当北海道自然保護連合、社）北海道自然保護協会と十勝自然保護協会の三者は、世界ラリー選手権

の行われる十勝川上流域にシマフクロウの生息を確認し、環境省への要請を行いました。生物多様性

条約などの我国内での実行を行っている環境省は、 「シマフクロウ生息地域の自然環境保全の為に同

地域内での世界ラリー選手権の中止を実行委員会に指導せよ｣、 と言う内容です。8月14日付北海道

新聞では、 「環境省西北海道地区自然保護事務所がシマフクロウ調査を開始」 と報道しています。

I 、曲りⅡ、ⅡBIⅡロⅡ
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